
 

３
月
１
日
、
鹿
児
島
市
の
サ

ン
プ
ラ
ザ
天
文
館
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
２
回
屋
久
島
世
界
遺

産
地
域
科
学
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
委
員
会
で
は
第
１
回

科
学
委
員
会
に
お
け
る
主
な
議

論
を
整
理
し
た
上
で
、
①
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
状
況
②

ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
検
討
状
況
③
山
岳
部
に
お

け
る
利
用
の
検
討
状
況
④
科
学

委
員
会
の
役
割
と
体
制
を
主
な

議
題
と
し
て
検
討
が
重
ね
ら
れ

ま
し
た
。 

【垂
直
分
布
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
】 

 

植
生
の
垂
直
分
布
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
区
を
２

倍
に
広
げ
た
個
所
に
つ
い
て
過

去
の
調
査
デ
ー
タ
と
の
比
較
が

で
き
る
よ
う
な
調
査
、
デ
ー
タ

整
理
を
行
う
べ
き
な
ど
留
意
点

が
委
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。 

【
ヤ
ク
シ
カ
対
策
】 

 
ヤ
ク
シ
カ
の
捕
獲
数
が
前
年

度
を
変
わ
ら
な
い
ペ
ー
ス
で
進

み
生
息
頭
数
に
減
少
傾
向
が
う

か
が
え
な
い
こ
と
や
直
近
の
生

息
頭
数
の
推
定
値
に
大
き
な
幅

が
あ
る
た
め
、
生
息
頭
数
の
推

定
方
法
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
調
査
方
法
に
変
更

又
は
改
良
を
加
え
る
場
合
は
過

去
の
デ
ー
タ
と
比
較
検
討
で
き

る
よ
う
な
調
査
方
法
を
採
用
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
今
後

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
里
地
で
の
シ
カ
の
出

没
情
報
は
少
な
く
な
っ
た
も
の

の
、
全
島
的
な
減
少
傾
向
が
う

か
が
え
な
い
こ
と
か
ら
、
奥
地

で
の
シ
カ
の
捕
獲
が
課
題
と
し

て
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
民
有
林
と
国
有
林
境

で
の
捕
獲
が
始
め
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
後
こ
の
捕
獲
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、
奥
地
で
の
捕

獲
の
あ
り
方
に
つ
い
て
１
年
か

け
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 
こ
の
ほ
か
、
今
後
、
奥
地
で

の
捕
獲
を
想
定
し
た
場
合
、
捕

獲
シ
カ
の
埋
設
方
法
な
ど
も
検

討
課
題
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

【
気
候
変
動
の
影
響
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
】 

 

森
林
生
態
系
へ
の
気
候
変
動

の
影
響
に
つ
い
て
は
植
生
の
変

化
等
を
指
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
委
員
か
ら
は
、
①
昆
虫
や

土
壌
生
物
も
指
標
に
加
え
て
は

ど
う
か
②
気
象
条
件
な
ど
の
基

本
的
デ
ー
タ
を
押
さ
え
て
置
く

べ
き
③
冬
の
最
低
気
温
や
海
水

温
の
変
化
も
重
要
な
指
標
と
な

る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

【
山
岳
部
に
お
け
る

利
用
】 

 

縄
文
杉
の
周
辺
整

備
に
当
た
っ
て
は
、

現
在
、
立
ち
入
り
制

限
を
行
っ
て
い
る
北

側
デ
ッ
キ
の
解
体
・

撤
去
や
新
設
デ
ッ
キ

の
設
置
等
に
関
す
る

行
政
側
の
方
針
に
対

し
、
委
員
か
ら
は
縄

文
杉
の
見
せ
方
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
将
来
の
山

岳
歩
道
の
あ
り
方
と

し
て
、
利
用
状
況
や
倒
木
な
ど

の
危
険
度
等
を
ラ
ン
ク
付
け
し

コ
ー
ス
区
分
を
行
っ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
、
第
２
回
科
学
委
員

会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

  

九
州
南
部
以
南
に
分
布
す
る
常

緑
低
木
。
樹
高
１
～
２
㍍
で
、
よ
く

分
枝
し
横
に
広
が
る
。
屋
久
島
で

は
低
山
地
の
林
縁
に
多
い
。
葉
脇

か
ら
花
序
を
出
し
白
い
小
さ
な
花

を
多
数
付
け
る
。
果
実
は
径
５
㍉

ほ
ど
の
球
形
で
黄
白
色
、
開
花
翌

年
の
春
先
ま
で
残
っ
て
い
る
。 

 

花
期
は
３
月
～
５
月
。 
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屋久島の植物 

シマイズセンリョウ 

（ヤブコウジ科） 

屋久島生態系モニタリング 

 第
２
回 

科
学
委
員
会
を
開
催 

屋久島北部の植生垂直分布調査(平成 22年度) 
●標高 800 ㍍プロット 
 耳崩の東山腹急斜面の広葉樹二次林（天然生林）。胸高直径が
30㌢を超える大径木はない。かつてはスギの天然林であり、プロット内
外にはスギの倒木や伐株が数多く見られる。局所地形は凸型斜面で、
平均傾斜34°、平均斜面方位は東向き、標高は825～ 835㍍範囲。 
[高木層]マテバシイ・アカガシ・ウラジロガシ・アカシデ・ユズリハなど混
生。他にイヌガシ・エゴノキ、個体数は少ないがヒメシャラ・ハリギリ・ヤク
シマオナガカエデ・カクレミノ・クロバイ・カラスザンショウなど出現。 
[亜高木層]イヌガシ・シキミが多く、イスノキ・ウラジロガシ・ユズリハ・ヤ
クシマオナガカエデ・ヒサカキ・ヤブニッケイなどが混生。個体数は少な
いがリョウブ・アカシデ・クマノミズキ・スダジイも出現。 
[低木層]サクラツツジ・ハイノキが最も多く、ヒサカキ・サカキ・ウラジロガ
シ・イヌガシも多い。個体数は少ないがイスノキ・カクレミノ・サザンカ・ス
ダジイ・アセビ・ヤマグルマ・トカライヌツゲも生育。 
[草本層]植被率は5%程度と低い。サクラツツジ・ハイノキ・シキミ・ヒサカ
キ・ウラジロガシ・イスノキ・アセビ・サカキの稚樹やホソバコケシノブ・ベ
ニシダ・キジノオシダ・コバノカナワラビ・チャボシライトソウ・マンリョウ・ヒ
メツルアリドオシなどが生育。スギの伐株が５個存在。 
[特徴]アカガシ－サクラツツジ群集。かつては天然スギの生育地だっ
たが、昭和50年代の伐採後は二次林となっている。特徴的な樹種とし
てアカシデ･ヒメシャラ・リョウブ等の島内の天然スギ林のギャップに出て
くる先駆的な落葉広葉樹が見られる。 
[５年前との比較]亜高木層のマテバシイ・ウラジロガシが高木層へと生
育し、高木層のアカガシが被圧されつつある。低木･草本層はヤクシカ
の不嗜好種が目立ってきた。 

第２回科学委員会 



 

屋
久
島
と
種
子
島
の
み
に
自
生
し

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
」
を
保
護
し
、

適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
設
置
し

て
い
る
「
松
枯
れ
対
策
連
絡
協
議
会

屋
久
島
支
部
会
」
が
２
月
４
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
関
係
機
関
（
国
・
県
・

町
・
研
究
機
関
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
に
よ

る
当
年
度
の
活
動
報
告
や
松
枯
れ
の

実
態
調
査
等
を
も
と
に
、
今
後
の
連

携
し
た
松
く
い
虫
等
に
よ
る
被
害
木

の
除
去
や
被
害
の
防
除
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
平
成
17
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
屋
久
島
に
お

け
る
自
生
地
は
、
西
部
の
瀬
切
川
か

ら
、
国
割
岳
西
斜
面
、
南
部
の
破
沙

岳
周
辺
お
よ
び
高
平
岳
で
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
松
食
い
虫
に
よ
る
被

害
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ク
ロ
マ
ツ
の
被
害

は
発
生
し
て
お
り
、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
へ
の
被
害
の
飛
び
火
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
ず
は
南
部

の
栗
生
・
麦
生
地
区
お
よ
び
東
部
の

楠
川
・
小
瀬
田
地
区
で
食
い
止
め
る

こ
と
が
重
要
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。 

 
 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

「
松
枯
れ
ゼ
ロ
の
島
」
に
向

け
、
「
松
枯
れ
一
一
〇
番
」
に

よ
る
松
枯
れ
情
報
の
提
供
を
、

町
農
林
水
産
課
、
当
セ
ン

タ
ー
、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査

隊
に
お
願
い
し
ま
す
。 

  

各
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
。 

■
町
農
林
水
産
課 

 

℡
４
３
‐
５
９
０
０
㈹ 

■
当
セ
ン
タ
ー 

 

 

℡
４
２
‐
０
３
３
１ 

 
 

■
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査
隊 

 

℡
４
４
‐
２
９
６
５ 

 

 

３
月
４
日
、
屋
久
島
町
の
ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
「
平
成
26
年

屋
久
島
森
水
開
き
」
が
行
わ
れ
環
境

省
、
林
野
庁
、
鹿
児
島
県
、
警
察
、

町
消
防
団
、
ガ
イ
ド
の
方
々
な
ど
関

係
者
30
人
あ
ま
り
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

当
森
水
開
き
は
公
益
法
人
屋
久
島

観
光
協
会
が
開
催
、
屋
久
島
の
本
格

的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る

と
と
も
に
入
山
者
の
安
全
を
祈
願
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
。 

 

当
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
も

安
全
の
確
保
と
指
導
、
併
せ
登
山
マ

ナ
ー
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 
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松
枯
れ
対
策
連
絡
協
議
会
を
開
催 

屋久島支部会 

 平成５年 12 月世界自然遺産に登録となり、多くの方々が縄文杉を

訪れるようになりました。このため根株を踏みしめるなど縄文杉へ

かかる負担が大きくなったことから、周辺の自然維持地域の保全を

目的として平成７年度に縄文杉デッキが設置されました。 

 平成 24 年 11 月縄文杉正面の大枝の付け根に腐れが見つかり、

デッキの一部立入規制等を行うとともに、ケープリングにより安全

確保を図ってきたところです。 

 この度、安全確保を図ることを優先に、北デッキ（図面参照）の

撤去をおこなう運びとなりました。 

 工期は３月 24 日までを計画しております。登山者の皆さま方には

ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力の程お願いいたします。 

縄文杉北デッキ撤去のお知らせ 屋
久
島
森
水
開
き
開
催
さ
れ
る 

森水開きの神事 


